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■司会 副ＳＡＡ         渡邉 佳寛 君 

■点鐘  会 長          宇賀神裕一 君 

■ロータリーソング              四つのテスト 

■ゲスト     米山記念奨学生 チュア・チー・シェン君 

■ビジター ４Ｇガバナー補佐   上野 徳浩 様 

  真岡西ＲＣ      細谷  覚  様  

■会長挨拶     会長  宇賀神 裕一 君  

 皆さま、こんにちは。 

まず始めにお客さまのご紹介をさせて頂きます。 

国際ロータリー第２５５０地区ガバナー補佐 上野 徳浩

様、真岡西ロータリークラブ幹事 細谷 覚 様、ようこそお

越し下さいました。後ほど、ご挨拶を頂きますが、どうぞごゆ

っくりとお過ごし下さい。そして、米山記念奨学生チュア・チ

ー・シェン君です。残念ではありますが、チュア君は今月で

最後となります。後ほど、ご挨拶を頂きます。 

本日の卓話は、柳田耕太会員による内部卓話『わがま

ち 自慢』になります。柳田会員は、本業の宮司の他、ＮＰ

Ｏ法人や多くの役職に就かれ、真岡市発展のためにご尽

力を頂いております。柳田会員、どうぞよろしくお願いいた

します。 

本日３月９日は、真岡市内の中学校の卒業式でした。私

事で恐縮ですが、齋藤重一元会員の後を受け、真岡東中

の後援会長をしております関係上、卒業式に参加して、 

まいりました。ご卒業の皆さま、誠におめでとうごございま

す。また長男拓馬も３月１日に無事高校を卒業いたしまし

た。長女は今月２４日に大学を卒業いたします。これで、学

費が要らなくなり、我が家も何とか食べ行けそうです。 

また、春は転勤や引っ越しのシ

ーズンです。遠くに行かれる方に

『お餞別』として贈り物を差し上げ

ることも多いでしょう。昔は、今と

違い、旅は手軽で安全なもので

はありませんでした。旅立つ人に贈る餞別は、別れのしるし

でもあったようです。今はその様な意味合いは薄れている

でしょう。またお会いする機会がある方へ送る場合は『栄転

祝』、『昇進祝』、『退職祝』、『御礼』などとする方がよいと

のことです。 

今年度後半は、様々な突発的なことがありまして、会員

の皆さまには、ご無理ご不便をおかけいたします。誠に申し

訳ございません。何卒ご協力をお願い申し上げます。 

以上会長挨拶とさせて頂きます。 

2016-2017年度  MOKA Rotary Club Weekly Report 
2017/3/9 No.2833 

国際ロータリー第2550地区 



2 

■来賓挨拶     ４Ｇガバナー補佐   上野 徳浩 様 

皆さま、こんにちは。貴重なお時間を拝借いたしまして、

インターシティミーティングのご案内をさせて頂きます。６年

前、真岡ロータリークラブさんがイ

ンターシティミーティングの当番

であった時のことを思い出します

と、『３．１１』で中止となりました。そ

れぞれ準備を重ねて、いよいよと

言う時に、あの震災が起こりまして、『静風』さんが、使えな

くなりまして、中止となりました。 

あれから６年、今回は真岡西ロータリークラブが担当と言

う事で準備を進めております。４月９日の午後２時より開会と

なります。今回は、斗六ロータリークラブさんから１８名、４月

９日、真岡ロータリークラブさんに公式訪問となるので、イン

ターシティミーティングの中で、おもてなしする事となりまし

た。斗六ロータリークラブさんが公式訪問となりますと、井

田真岡市長も参加されますし、栃木秀麿ガバナーも来訪

の予定をしております。第１部は、４クラブの現況報告等を

予定しております。第２部は、午後３時から９０分予定してい

ます。講師は、ＦＭ栃木アナウンサーの鹿島田千帆さんで

す。音声工学博士でもあります。科学的視点から心に響く

声の出し方、栃木県の企業が世界にジャンプと言う様な内

容のお話です。第３部は、４０分間、時間を取りまして斗六

ロータリークラブ公式訪問となります。形式は未定です。第

４部は、懇親会となります。アトラクションとしてフルートコン

サートを約３０分間催します。大越絵梨花さん、高橋房代さ

んのお二人に出演して頂きます。最後は、ロータリーソング

『手に手つないで』で終了となります。今回は、井田真岡市

長、栃木秀麿ガバナーが出席される事もあり、なるべくたく

さんの方々にご参加をお願いするために、４クラブを回りま

した。真岡ロータリークラブさん、万難を排してのご参加を

お願いいたします。

■米山奨学金授与 

米山記念奨学生 チュア・チー・シェン君 

■挨拶      米山記念奨学

生 チュア・チー・シェン君 

こんにちは。あっと言う間の２年間でした。ここまで育てて

頂いた皆さまに感謝申し上げます。米山記念奨学生になっ

て本当によかったと思います。米山が私の人生を変えるき

っかけとなりました。例えば、この様な例会に参加すること

により、ロータリーの世界にも入りました。米山記念奨学会

の活動や地区の活動で、人に出会えばなぜかやる気と熱

意が湧いてきます。マレーシア米山学友会の設立パーテ

ィの司会を任されました。司会を頼まれた時に、すんなりと

引き受けました。１１３名の参加がありました。司会を行うこと

により気付いたことがあります。マレーシア米山学友会の役

員の人たちは、２０年前から４０年前の奨学生の人たちなの

です。奨学金をもらって２０年から４０年経ても、なお恩返し

をしたい熱意を持った人たちなのです。これが米山記念奨

学会のパワーなのです。今回、マレーシア米山学友会の

設立パーティを行い、私たちは２つの責任を持ちました。

一つは、マレーシア人としてのプライドです。二つ目は、米

山記念奨学生として、マレーシアのロータリアンに米山記

念奨学会をアピールする事です。またぜひ遊びに伺いた

いと思います。２年間本当にお世話になりました。

■幹事報告     幹事  市村 忠男 君 

 花見例会、斗六市長の歓迎

例会の登録料の引き落とし日が、

３月２３日となりました。

■委員会報告 奉仕プロジェクト委員会 三澤 幸光 君 

２月２７日、亀山小学校にて職業出前講座を行いました。

子どもたちに、仕事の役割、仕事

で大切なことを伝え、将来の視

野が拡がり、未来への夢や希望

を膨らんでもらうことを考えて行い

ました。講師は、青木圭太会員、

豊田光弘会員、見目良一会員、平石典嗣会員、渡邉佳

寛会員と私の６名でした。６年生３０名が６班に分かれて、約

１５分、講師の話を聞く形式でした。時間が足りなかった様

な気もいたします。これから意義のある職業出前講座にし

て行きたいと思います。 

親睦活動委員会  大越 正和 君 
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本日もたくさんの

スマイルありがと

うございました！

明日の第４グルーブ合同ゴルフコンペのご案内です。場所

は、真岡鬼怒公園ゴルフクラブ、

集合時間は午前９時、スタートは

午前９時４５分です。当クラブ単

独での慰労会および表彰式を

『田吾作亭』で行います。よろしく

お願いいたします。 

■スマイルボックス報告 岡本 佳男 君

上野 徳浩 様   本日は、４月９日のＩＭに対しまして多

数の方のご出席を頂けます様お願いにま

いりました。 

宇賀神 裕一君   上野ガバナー補佐様、真岡西ロータ

リークラブ細谷幹事様、ようこそ真岡へ。

柳田さん、卓話よろしくお願いします。チ

ュア君、さみしくなります。 

市村 忠男 君   柳田様、卓話よろしくお願いします。

上野ガバナー補佐、細谷様、今日はご苦

労さまです。ＩＭの際は多大なご配慮頂き

ありがとうございます。チュア君、ご苦労

様。これから頑張って下さい。 

金子 正男 君   柳田会員、卓話よろしくお願いいたし

ます。上野ガバナー補佐様、真岡西ロー

タリークラブ幹事細谷様、ようこそいらっし

ゃいませ。 

岡本 俊夫 君   会議所行事の東京出張のため、卓話

を拝聴出来ずあしからず。また先日は大

勢で大前神社の歴史のご説明をありがと

うございました。 

久保 康夫 君   柳田さん、卓話ありがとうございます。

真岡について、いろいろ教えて下さい。 

豊田 光弘 君   本日の内部卓話『わがまち 自慢』、

柳田様ご苦労さまです。しっかりと拝聴さ

せて頂きます。上野ガバナー補佐様、細

谷様、いらっしゃいませ。ありがとうござい

ます。 

久保 賢司 君   今月１日の真岡広報で、岡部ＰＰの記

事を読ませて頂きました。実家が肥料屋

さんだった事や、昭和２８年のご結婚以来、

薬局を営んでいらっしゃることなど、大変

興味深い記事でした。 

柳田 尚宏 君   ３月５日のバレーボール大会の反省会

には、多数お集まり頂きありがとうございま

した。盛会のうちに終えることが出来まし

たのは、会員皆さまのおかげです。これで

私１年間の行事も終わりました。ご協力大

変感謝申し上げます。 

渡邉 佳寛 君   上野ガバナー補佐様、細谷幹事様、よ

うこそいらっしゃいました。柳田会員、真岡

を元気にするお話を期待しております。  

馬場 照夫 君   真岡西ロータリークラブ上野ガバナー

補佐様、細谷幹事様、ご来訪ありがとうご

ざいます。柳田会員の卓話、『わがまち 

自慢』拝聴いたします。日本一を目指し、

頑張りましょう。 

田崎 義典 君   柳田会員卓話おつかれ様です。日本

一えびす様のお話、楽しみにしておりま

す。 

■３月９日までのスマイルボックス 

■内部卓話 

『わがまち 自慢』    柳田 耕太 君 

 私は、現在真岡市観光協会の副会長をしております。

常々、真岡をアピール出来るためには何が必要かと言う事

を考えながら仲間と知恵を出し合っています。１０年程前に

ある方から、『真岡は日本一が四つか五つあるのですよ。』

と言う事を聞きました。まず日本一大きい恵比寿さまがあり

ます。高田山専修寺には、日本一大きい涅槃像があります。

門前の長蓮寺には日本一大きい弁財天があります。そして

いちごの生産量も日本一です。日本一と言うものを、探し

前回までのスマイル繰越金 1,760,500

会員 28,000

ビジター 3,000

本日のスマイル合計 31,000

スマイル今期累計 1,791,500

前回までの米山繰越金 39,301

米山 0

米山今期累計 39,301

合計金額 1,830,801
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たり作ったりして行くと、内外の方々から『真岡』が判り易くな

ります。 

 昭和６２年節分後に開かれた恵比寿市実行委員会の反

省会席上で、次のようなお話がでました。『真岡市は、昭和

４０年代に工業団地が出来まして、社員が全国から集まっ

ています。しかしながら、その実家やふるさとの家族から真

岡市がどこにあるのか、よくわからないと言う声が出ている。』      

そこで、真岡市の存在価値を高めるため。および芳賀郡市

の周遊観光スポットになるインパクトのある存在を新たに造

営しよう、と言う事になりました。 

 その結果、大前神社に因み『日本一大きな恵比寿像』の

建立が決まり、募金活動と製作依頼に着手しました。建立

委員会のメンバーである真岡商

工会議所副会頭神保年夫様、

田上貴様、関口紀一様、竹村博

様、太田耕造様、そして多くの協

賛者からの浄財により、２年後の

平成元年１２月９日竣工祭、入魂式、遷座祭を挙行出来ま

した。翌１０日に奉祝大祭を斎行して今日に至っています。

全国的に金運アップのパワースポットとして有名になってい

ます。 

  栃木にはいちご以外に日本一がもう一つあります。それ

は二条大麦と言われるビール麦です。実は、栃木県は大

正５、６年以降、日本一の生産地なのです。真岡でもその

当時よりビール麦を生産しております。明治３０年代後半、

日本にはビール会社が三つありました。サッポロビール、ニ

ホンビール、カンサイビールの三つが国策によりまして大日

本ビールとなりました。その会社が、日本全国に良質のピ

ール麦の委託生産を行いまして、真岡でもビール麦の生産

を始めまして今日に至っております。真岡産のクラフトピー

ルを作りました。名まえは『金の使者』です。もう一つ『ふくき

たる』と言う黒ビールを製作中です。 

栃木県は歴史が無い、文化が無いと皆さま言われます。

我々は、歴史、文化など身近にあるものを見つからない、

見えないのであります。足利尊氏と縁のある中世の武将が、

宇都宮氏、芳賀氏なのです。栃木県では北では那須氏、

東の太田原氏、足利氏、小山氏、歴代の武将がいますが、

その中でも宇都宮氏を筆頭に芳賀氏、益子氏はたいへん

な活躍をした中世の『武士』なのです。真岡の縁は芳賀氏

です。現在真岡小学校のある場所に６７０年前の貞和三年、

真岡城を築城したのが芳賀氏第十五代芳賀高貞です。そ

の父、芳賀氏第十四代芳賀高名は武勇のある人だったそ

うです。楠木正成と戦い、たいへんな奮闘をしたのが芳賀

高名です。芳賀氏第二十三代芳賀高継、芳賀氏第二十

四代芳賀高武は、織田信長公、豊臣秀吉公の時代です。

その時に芳賀氏は、残念でありますが不残欠所となりまし

た。宇都宮家第十七代宇都宮成綱は、娘が天海僧正の

母であります。東照宮の造営は、天海僧正が徳川家康公

から遺訓を継いで行いました。 

今年秋、栃木県立博物館にて５年に一度の特別展が開

かれます。５年前は足利尊氏展でした。今回は、宇都宮氏

です。宇都宮と真岡で連合いたしまして、歴史発見ならび

に地域おこしの土台づくりを行おう、提案がありました。その

関係で皆さまに真岡の歴史の一端を確認して頂き、お力

を頂戴したく思い、今回この様なお話をいたしました。 

『わがまち 自慢』の中で、大きいものだけではなく、自分

たちの身近なつながり、ルーツを確認することも大事だと思

います。未来と言うのは、現在とのつながりです。また、祖

先の営みがあって未来が拓けて来るものです。私たちもし

っかりと学ぶ必要があると思います。 
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■次回案内      プログラム委員会  大瀧 和弘 君 

■出席報告         出席委員会  柳澤 正弘 君

本日のプログラム 

３/２３(木)  外部卓話 

ＪＡ会長 高橋 武 様 

斗六市長歓迎例会（夜間） 

次回のプログラム 

３/３０(木)  花見例会 

（４月）
23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

外

部

卓

話

花

見

例

会

月

初

会

Ｉ

Ｍ

・

斗

六

外

部

卓

話

■月間予定（３月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

7月出席率 8月出席率 9月出席率10月出席率11月出席率12月出席率1月出席率 2月出席率 3月出席率 4月出席率 5月出席率 6月出席率

95.05% 93.39% 94.03% 86.69% 91.91% 93.88% 91.89% 91.02%

※例会欠席はAM11:00までに必ずTEL.0285(84)2511 FAX.0285(84)2510 にて事務局までお知らせください。

在籍　5２名

例会日 出席義務 事前MU 事後MU 出席者 内免除者 欠席者 出席率 月間出席率

補正後　２月２３日 50 8 1 36 0 5 90.00% ２月

本日　  ３月９日 50 8 - 37 0 5 90.00% 91.02%

出席免除者２名（有資格者　２名　＋　有理由者　０名）


